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「里山の維持再生ゾーン」の実現に向けて
　～市民協働による持続可能なまちづくりのモデルケースとして～マンスＬＥＥ・ＢＲＩＡＮ

リ ー ・ ブ ラ イ ア ン

プロフィール　BRIAN LEE（リー・ブライアン）
24歳　アメリカ（ロサンゼルス）出身
言語：英語、中国語、日本語、台湾（福建）語
趣味：音楽、ホラーゲーム、バレーボール

第2代国際交流員コラム
第2代国際交流員コラム

山城プール

問合せ　中村　☎075-256-5055　E-mail：nnnet@mbox.kyoto-inet.or.jp
　　　　URL:http://kaseyama.blog.so-net.ne.jp/
主　催　鹿背山元気プロジェクト
共　催　きづがわネット

木津北地区 活動団体の活動報告

「鹿背山元気芸術祭」やります！！　参加者・スタッフ募集！！

木津北地区保全推進室（都市計画課内）　☎75-1222

鹿背山倶楽部 「第２回プチ里山農業体験」　
～ 親子で田植えを楽しむ ～

子供たちも稲の苗採りに挑戦 １列に並んでの田植え

木津北地区関係イベント情報

学生の夏休み
　8月になると、世界中の学校の多くは夏休みに
入っていますね。夏休みは家族や友達と旅行した
り、海に行ったりと、リラックスするのに最適な
時期です。
　アメリカでは、夏休みになると、サマーキャン
プというイベントに参加する子どもが多いです。
また、読書やクッキー作り、料理など、屋内でも
夏休みを楽しみます。中には、アルバイトをする
ことでお小遣いを得たり、仕事を体験する学生も
います。台湾では、次の学期に備えて塾に行った
り、新しい技能と知識を学ぶため、夏期講習に参
加する学生がたくさんいます。
　私が一番印象に残っている夏休みは、高校の
時、地元の青年劇団に参加し、ミュージカルに出
演したことです。その経験のおかげで、私は社交
的になり、人見知りしなくなりました。
　夏休みには色んなことに挑戦して、有意義で楽
しい夏を過ごしください。南半球は冬だけど、コ
コナッツ。（ここは夏）

学生的暑假
　现在在世界各地有许多学生在放暑假。暑假是
与家人和朋友旅行、去海边玩耍、放松心情的好
时机。
　在美国﹐有许多小朋友在暑假参加夏令营。另
外小朋友也喜欢阅读、料理、烤饼干等室内活
动。
　年纪够大的学生则会选择打工来赚一些零用钱
﹐累积工作经验。台湾的学生则多上补习班准备
下个学期的课业，或上暑期班学习新知。
　最令我难忘的暑假是我高中时参加社区的青年
剧团的音乐剧演出。那个经验让我更有胆量、不
怕生。
暑假不妨尝试新事物，过个有意义的暑假。

Student on Summer Break
　It’s summer break for many students around 
the world. It is the time to travel with the family, 
have fun at the beach, and relax.
　In the US, going to summer camp is a popular 
activity for summer break. Also, children enjoy 
indoor activities such reading, baking, and cook-
ing. Some students who are old enough work 
part-time jobs to earn some pocket money and 
gain work experience. In Taiwan, many students 
go to cram school to prepare for the next school 
year or join a summer school program to learn 
something new and interesting.
　When I was in high school, I joined the local 
children acting group and performed in a musi-
cal over the summer. It made me more outgoing 
and brave. 
　Find something fun and exciting you want to 
do and make your summer break meaningful!

　米の栽培も機械化が進み、今は日本農文化の原風景でもある手植えによる田植えの風景は見られなく
なっています。鹿背山倶楽部では6月7日に「親子で楽しむ田植え」が開催されました。
　朝から小雨が降り続く中で、木津川市内の3家族が参加して、倶楽部会員と共に古代米（赤米、黒米、緑米）
とうるち米（ヒノヒカリ米）の田植えを楽しみました。約2か月前に種籾を播種して、苗床で育てていた稲苗
を丁寧に採取しました。屈んでの作業は意外と腰に負担が掛かったようです。
　田植えは水田の水を少なくして、1列に10数人が並び、稲苗を手にして、３本を目安に一斉に植えまし
た。
　子供たちも都会生活では味わうことのできない、泥の感触を足で実感して、泥まみれになりながらも、お
父さん・お母さんと一緒に楽しく、いい体験ができたようです。
　秋には今回の参加者と共に稲刈りをおこない、収穫を楽しむ予定です。

　来年３月に鹿背山元気プロジェクトのベースキャンプで、里山の自
然を活かしたアートのお祭りをします。
　森の中で美術、工作、音楽、料理、キャンプなどを楽しみます。
　一緒に企画を考えて運営したい方、作品を作りたい方（子供さん
も大歓迎です）を募集しています。詳しくは、問い合わせください。

鹿背山元気プロジェクトからのお知らせ

　英語を聞き取れなかった際に
「Can you repeat that?」（もう
一度繰り返していいですか？）や「I beg your 
pardon?」（聞き取れなくてすみません）など
相手に聞き直す場合がありますね。しかし、友
達や同僚などとのカジュアルな会話になると、
「Say what?」や「Huh?」と言う場合が多いで
す。だたし、感情を込めて強く言ったら「なん
て？」から「何だと！」という意味になります
ので、話す時の語調に気をつけてくださいね。

「え？」の言い方第2回

ブライアンのランゲージ・コーナー
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